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要約 : わが国のサラブレッド種における白毛の個体は +313年に出現しているが� その遺伝的様式が不明な
まま血統登録されることとなった� 白毛の遺伝については� 優性白遺伝子 �W� とサビノ遺伝子 �S� の ,説
が報告されているが� 後者の遺伝子は交配デ�タを用いた解析が実施されないまま仮定されていた� そこで
本報告では� わが国のサラブレッド種に出現した白毛の家系調査を実施した結果� それは不完全優性の S遺
伝子がホモ型になった場合に発現されることが確認された� また S�s型は刺毛や大きな白徴が特徴となるサ
ビノ毛色を表現するが� その発現には大きなバラツキが存在する�
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I� は じ め に
ウマの基本毛色は鹿毛� 青毛� 栗毛であるが� 北海道和
種馬には粕毛が /*.1�出現する+�� 粕毛のホモ型は致死と
なることがベルジアン種で明らかにされている,�� この報
告によって� ウマの毛色遺伝では粕毛ホモ型の致死が定説
となっていた-, .�� しかし� 北海道和種馬の交配記録から家
系調査を実施した結果� 粕毛ホモ型は致死にならないこと
が確認された+, /�1�� 粕毛ホモ型の致死は品種によってその
発現性が異なることが明らかなった�
一方� 我が国のサラブレッド種には鹿毛および栗毛が多
く出現するが� +313年に鹿毛と栗毛の両親から白毛の個体
が生まれた� この子馬 �雄� の毛色は� 芦毛とは異なり生
時から全身の被毛および長毛が殆ど白く� 皮膚はピンク
で� 目は正常であった� 当初は� 親子関係が怪しいとか�
突然変異や劣性ホモ型による現象など諸説が考えられてい
たが� 明確な遺伝学的説明がなされないままに �白毛� と
して血統登録されることとなった� 諸外国においても同毛
色のサラブレッド種が生産されていることから� わが国の
サラブレッド種に出現した特異な毛色ではない� 現在� そ
の遺伝子はサビノ遺伝子 �Sabino-based white gene ; S�
として命名され� 優性白であるW遺伝子 �ホモ型が致死�
とは異なること� また優性的に発現されると推測されてい
るが2�� 家系資料に基づいた明確な解析が行われていない�
そこで� わが国に認められた白毛馬の家系資料を用いて遺
伝学的解析を実施した�

II� 材料および方法
サビノ遺伝子 �S� の遺伝様式は� -家系における ,2組

の交配デ�タを用い� その交配の組み合わせ確率から解析
した�その中で白毛馬が出現したのは +0頭であった�この
+0組の交配資料を用いて� 優性白遺伝子 �W� 説と S遺伝
子説を検証した,�� 即ち� 前者ではW�W型を致死� W�w
型を白毛� w�w型を非白毛とし� また後者では S�S型を
白毛� S�s型� s�s型を非白毛と仮定して検証した� なお�
諸外国における白馬の交配資料は 3.組であった �表 +�3��
サビノ毛色の例は重種馬を用いた �写真 +��
わが国におけるサラブレッド種の S 遺伝子の頻度は

+313年から ,**/年までに飼養されていたサラブレッド種
の平均頭数 �,,,1/3頭� を母集団として扱い� カウント法
で推測した� 雌雄間の出現については c,検定で検定した�

III� 結果および考察
+� 世界における白毛馬の出現状況
サラブレッド種を中心として�白毛の出現は世界で ,**.

年までに 3.例報告されている �表 +��この資料から�白毛
は通常の基本毛色を持つ両親から誕生していること� 白毛
個体が親である場合は白毛が高い確率で生まれているこ
と� またサビノ �Sabino-based solid color� 個体 �刺毛�
大きな白徴をもつと推測される� を親に持つ例が多いこと
が分かる� したがって� 白毛は突然変異による出現ではな
いことが推察できる�
今� 白色系の毛色例を整理すると/�� W遺伝子である優
性白はヘテロ型が白毛となり�ホモ型 �W�W�個体は致死
となる� また芦毛 �G� や粕毛 �R� は誕生時には全身が白
色ではなく� 明らかにWおよび S遺伝子による白色被毛
とは異なる2�� S遺伝子をヘテロ型にもつ個体は白毛では
ないが� 刺毛や顔や肢に大きな白徴を表現する �写真 +��
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Table + Appearances of white thoroughbreds for 3. samples in the world
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Table , Verification on sabino-based white gene (S) by using from white thoroughbred data in Japan
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Table - Test on the inheritance mode of sabino-based white gene (S) by using

white thorougbred data in three families

Photo - White thoroughbred foal (No. , ; white-chestnut)

Photo + Heterozygous type of sabino-based solid color (sabino-chestnut)

expressed strongly in left draft horse foal.

Photo , White thoroughbred foal (No. +)

Dam (sabino-chestnut) has heterozygous sabino-based white gene (S)

わが国のサラブレッド種における白毛の遺伝について 79



白毛馬の両親が非白毛である場合には� この S遺伝子を
キャリア�していることが推測される�
白毛馬の親の毛色は白毛が .,.//�� サビノが ,1.00��
栗毛�鹿毛が ,0.0*�� 芦毛�粕毛が -.+3�であった �表
+�� ここでのサビノには刺毛� 額� 顔や肢に大きな白徴が
見られたと思われるが� +32.年以前のデ�タにはサビノの
記載例は全く認められなかった� 刺毛には良く精査しない
と見落とすような微細な表現型があると思われることか
ら� 本来� サビノであっても刺毛を記載していない例も多
いと推察される�

,� 白毛の発現遺伝子の推測
サビノ �S� と優性白 �W� 遺伝子の ,説を想定して� 何
れが白毛の出現に関わっている遺伝子であるか確認した
�表 ,�� この交配資料はわが国における出現例であるが�
W遺伝子説に不適合な例は +0例中 1例認められた� 一方�
S遺伝子説に矛盾する例は全く認められなかった� このこ
とから� わが国において認められた白毛のウマ �写真 ,と
-� は S遺伝子が関わっており� そのホモ型個体が白毛と
なるという仮説で c,検定を実施した結果�理論値と観察値
は一致し� S遺伝子のホモ型が白毛個体になると推測され
た �表 -��白毛には�誕生時から純白の個体 �写真 ,�や白
色に有色スポット �写真 -� が表現されたものなど白毛の
発現にはバラツキが認められる� わが国におけるサラブ
レッドの白毛は *.*1*�で� S遺伝子の頻度は *.+*2�で�
c,検定の結果� 雌雄間には出現差異が認められなかったの
で常染色体性の遺伝様式であると推定された�
以上のことから� 白毛馬を出現させる S遺伝子はヘテロ
型 �S�s型� であれば基本毛色に刺毛や白徴を表現するこ
とが多い� しかし� その特徴を外貌から把握することが困

難な場合がある�このような個体は�粕毛と KIT遺伝子の
ように+*�� 分子遺伝学的手法により DNA塩基配列を検査
して確認する必要がある�
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On inheritance of white thoroughbred in Japan

By

Michinari YOKOHAMA* and Ikuo ISHIDA**
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Summary : To evidence inheritance mode of white thoroughbreds produced in Japan, two hypothesis

concerning white dominance gene (W) and sabino-based white gene (S) were tested for the probability

of mating combination using three sets of family data. It was confirmed that white thoroughbreds are

expressed in homozygous S�S type with incomplete dominant gene S. The S�s type horse must have

sabino-based solid color in which white hairs and large white markings are expressed with large

dispersion.

Key words : Thoroughbred, White color, Sabino-based white gene, Incomplete dominant inheritance
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